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評価値の最も高い者が複数あるときの取扱い

落札者の選定の結果、評価値の最も高い者が複数あったときは下記の取扱い

とする。 

１ 評価値の最も高い複数入札参加者について、入札書に記載した任意の３桁 

のくじ番号の合計を算出する。 

（例）（会社名）          （入札金額）            （くじ番号）  

         Ａ社           １，０００，０００円           １２１  

Ｂ社           １，０００，０００円           ７４５  

         Ｃ社           １，２００，０００円           ３３３ 

     Ｄ社           １，０００，０００円           ５８１ 

１２１（Ａ社） ＋ ７４５（Ｂ社） ＋ ５８１（Ｄ社） ＝ １，４４７ 

２ 上記により算出した合計を、同価となった入札参加者数で割り、余りを算 

出する。  

  

         １，４４７ ／ ３ ＝ ４８２ ・・・ １（余りの数） 

３ くじ番号の小さい順に０（ゼロ）から番号を割り振る。  

 （例）（会社名）  （くじ番号）     （番号）  

        Ａ社       １２１    →  ０  

        Ｂ社       ７４５    →  ２  

        Ｄ社       ５８１     →  １  

くじ番号が同番号の入札参加者が複数いた場合には、参加申込書受付時に通

知した受付番号の小さい順に番号を割り振る。 

４ ２により算出した余りの数が「１」のため、３で「１」の番号を割り振ら

れたＤ社が落札者となる。（仮に余りの数が「０」の場合はＡ社、「２」の場合

はＢ社といった結果となる。）  


